
事例４ 情報セキュリティ及び情報モラルについて、題材を通して深めさせる事例 

○学年   第２学年 

○主な内容 内容「Ｄ情報の技術」⑵「ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツのプログラミングによる問題の解決」アイ  

○事例のポイント 

 ①題材を通して、さまざまな情報セキュリティ・情報モラルを考える場面を設定することで得

られた知識を活用することができるようにする。 

 ②実生活の問題を解決するために、双方向性のあるコンテンツのプログラムを用いて解決でき

るチャットツールを制作し、そのチャットツールをクラスのみんなが快適に使えるようにす

るためにはどんな利用規約を設定するとよいかについて、グループでの話し合い活動を行う

こと等を通して、課題解決に向けて、工夫し創造することができるようにする。 

 ③ＩＣＴを活用することで、効率のよい情報共有ができるようにし、課題解決に向けて取り組

ませる。 

 

１ 題材名 「クラスのみんなが快適に使えるチャットツールをつくって問題を解決しよう！」内容Ｄ⑴アイ⑵アイ 第２学年 

 

２ 題材について 

 ⑴ 生徒について（略） 

 ⑵ 題材について  

題材名を「クラスのみんなが快適に使えるチャットツールをつくって問題を解決しよう！」と

した。本題材は、技術の見方・考え方を働かせながら生活や社会で利用されている情報の技術に

ついての基礎的な理解を図り、生活や社会の中から情報の技術に関わる問題を見いだして課題を

解決する力、適切かつ誠実に情報の技術を工夫し創造しようとする実践的な態度を育成すること

をねらいとしている。 

  小学校では、論理的に物事を考えていくことのできる力であるプログラミング的思考等の育成

を目指した学習活動を、算数科や理科などの各教科等の特質に応じて計画的に実施されている。

また、発達の段階に応じた情報モラルの学習も行っている。中学校では、GIGAスクール構想２年

目を迎え、昨年度からＩＣＴ端末が配布され、ICT 機器の使用における基礎的な技術の仕組みや

情報セキュリティ・情報モラルの理解が日常生活においても必要だと強く感じられるようになっ

た。そのため、生活と産業に用いられている情報の処理や提供を行うサービスシステムに用いら

れている情報の技術の仕組み、開発の経緯や意図を調べる活動を通して、情報の表現、記録、計

算、通信などについての科学的な原理・法則や、情報のデジタル化や処理の自動化、システム化、

情報セキュリティなどに関わる基礎的な技術の仕組み、及び情報モラルの必要性について理解さ

せたい。また、社会的に見ても SNS等の通信ツールを活用している生徒も多くおり、今後活用し

ていく中での諸問題も生じることが考えられる。そこで、生活や社会の中から情報の技術に関す

る問題を見いだし、情報通信ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツのプログラミン

グ教材を用いたチャットツールの制作による問題解決活動を行わせる。この活動を通して、情報

の技術の見方・考え方を働かせて、問題を見いだして課題を設定し解決する力を育成するととも

に、情報通信ネットワークの構成と、情報を利用するための基本的な仕組みを理解させ、安全・

適切なプログラムの制作、動作の確認及びデバッグ等ができるようにさせたい。さらに、チャッ

トツールの制作を通して、技術的な解決だけでなく、題材を通して学んできた情報セキュリティ・

情報モラルの視点を生かし、クラスのみんなが快適に使えるようにするための利用規約を作成す

る。その際、自身で考えるチャットツールの問題点を考え、解決策を検討する。さらに、仲間と

の協働学習を通じて、よりよい利用規約になるように理由も含めて検討させ、生活や社会の中で

活用できる力を身に付けさせたい。 

 

⑶ 指導について 

本題材を指導するに当たり、「情報の技術」の中に「情報セキュリティ・情報モラル」の視点を

多角的に持ち、それらの意識を向上させる指導において、題材中の時間ごとのつながりを持って
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行うこととした。⑴「生活や社会を支える情報の技術」では、情報の表現、記録、計算、通信の

特性等の原理・法則と、情報のデジタル化や処理の自動化、システム化、情報セキュリティ等に

関わる基礎的な技術の仕組み及び情報モラルの必要性について学習させる。毎時のつながりを考

え、どの指導内容においても情報セキュリティ・情報モラルの視点を意図的に取り入れ、常に指

導にあたる。双方向性のあるコンテンツの仕組みについては、身近な例題等を用いて理解させる。

また、生活や社会の中での問題を発見し、双方向性のあるコンテンツを用いることで解決する課

題について話し合い活動を通して考えさせる。身近なツールであるチャットを用いることで、現

在活用していく中での問題点にも考えを波及させたい。生徒たちは日常使いとして SNS等を多く

用いているため、社会の中の課題にも触れさせたい。双方向性のあるコンテンツのプログラミン

グ教材を通して、まず教材のしくみを学習させ、フローチャートの扱い方を理解させたい。その

後、身に付けた基礎的な知識・技能を元に、課題を解決することを目標にしたオリジナルのチャ

ットツールを制作する。制作の際は、グループで情報を共有しながら、課題解決に向けて学習さ

せる。常に、情報セキュリティ・情報モラルに関する視点を取り入れた検討をさせたい。その際、

チャットツールの利用規約をグループで考えさせる。SNS 等のツールの課題を明確にし、学級内

で「クラスのみんなが快適に使えるチャットツール」を目指し、話し合い活動を行う。必要な規

約は Google スプレッドシートにグループごとに記入させる。他のグループの意見を聞き、参考

にした後、自身オリジナルの利用規約を作成させる。その際には、なぜこの規約文を設定したの

かの理由が説明できるように配慮する。規約文のアイディアが出にくい場合は、実際にあった SNS

のトラブル事例を提示し、考えを深めさせたい。また、情報セキュリティ・情報モラルの視点は、

題材を通じて設定しているため、過去の学習を振り返らせることで主体的に考えさせたい。 

 

３ 題材の目標 

情報の技術の見方・考え方を働かせ、双方向性のあるコンテンツを制作する実践的・体験的な

活動を通して、生活や社会で利用されている情報の技術についての基礎的な理解を図り、それら

に係る技能を身に付け、情報の技術と生活や社会、環境との関わりについて理解を深めるととも

に、情報セキュリティ・情報モラルの必要性を踏まえ、情報の技術に関わる問題を見いだして課

題を設定し解決する力、よりよい生活や持続可能な社会の構築に向けて、適切かつ誠実に情報の

技術を工夫し創造しようとする実践的な態度を身に付ける。 

 

４ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

基礎的な技術の仕組み及び情

報モラルの必要性について理

解している。 

情報通信ネットワークの構成

と、情報を利用するための基

本的な仕組みを理解し、安全・

適切なプログラムの制作、動

作の確認及びデバッグ等がで

きる技能を身に付けている。 

チャットツールに関わる問題

を見いだして課題を設定し、

使用するメディアを複合する

方法とその効果的な利用方法

等を構想して情報処理の手順

を具体化するとともに、制作

の過程や結果の評価、改善及

び修正について考えている。 

よりよい生活の実現や持続可

能な社会の構築に向けて、課

題の解決に主体的に取り組ん

だり、振り返って改善したり

しようとしている。 

 

５ 題材の指導と評価の計画（13時間扱い） 

指導 

事項 

時

間 
・学習活動 

○評価規準 と ◇評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 



Ⅾ⑴ 

アイ 

1 ・生活や社会、産
業のさまざま
な場面でコン
ピュータなど
の情報の技術
が利用されて
いることを知
る。 

・コンピュータ
を構成するハ
ードウェアと
ソフトウェア
についてまと
める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・情報の表現や記
録ができる仕組
みを説明できる。 

◇ワークシート 

 ・主体的に情報の
技術について考
えようとしてい
る。 

◇ワークシート 

2 ・コンピュータ
は全ての情報
を数値化して
処理している
ことを知る。 

・情報のデジタ
ル化の方法を
まとめる。 

・画像をデジタ
ル化する方法
やデータ量と
の関係につい
てまとめる。 

 
 
 
 
 
 
 
 

・情報のデジタル 
  化の仕組み、デジ 
 タル化の方法と 
 データ量の関係 
 について説明で 
 きる。 
◇ワークシート 

 

 3 ・情報通信ネッ
トワークの仕
組みについて
まとめる。 

・情報通信ネッ
トワークを使
って、情報をや
りとりする仕
組みについて
知る。 

・望ましい情報
社会のための
態度について
考える。 

 

・情報通信ネット
ワークの構成に
ついて説明でき
る。 

・情報通信ネット
ワーク上での情
報を利用する仕
組みについて説
明できる。 

・情報の特性を理
解して、情報を安
全に利用するこ
とができる。 

◇ワークシート 

 ・情報が社会に与
える影響を理解
して、望ましい情
報社会のために
取るべき態度を
身に付けようと
している。 

◇ワークシート 

【情報セキュリティ・情報モラルの視点（例）】［場面：コンピュータの構成］ 
この場面では、主に社会の中の情報の技術を知ることやコンピュータの構成・
機能・装置などを扱う。例えば、「便利な SNS 等では必ずアカウントやパスワ
ードが必要だがどうしてだろうか？」や「記憶装置のあるパソコンを適切に捨
てるにはどうすればよいか？」などを考えさせたい。便利な SNSだが、個人情
報を管理するためにはアカウントが必要なことや、情報セキュリティの知識も
必要だということを触れさせたい。また、ゴミ箱に捨てるのはもちろんいけな
いが、データを個人的に消去した場合であっても復元ソフトを用いれば復元も
可能な場合があることや、総務省の地方自治体における情報セキュリティポリ
シーにも廃棄に関することが掲載されていることにも触れさせたい。 

【情報セキュリティ・情報モラルの視点（例）】[場面：デジタル化] 
この場面では、アナログとデジタルの違いや仕組みなどを扱う。例えば、「ビ
デオテープとブルーレイディスク・動画サイトを比較するとコピーしやすいの
はどちらか？画質が良いのはどちらか？」を考えさせたい。もちろんブルーレ
イディスクや動画サイトの方が画質は良い。しかし、コピーもされやすいこと
にも触れさせたい。 

事例のポイント① 

題材を通して、さまざまな情報セキュリティ・情報モラルを考える場面

を設定することで得られた知識を活用することができるようにする。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

4 ・情報セキュリ
ティを実現す
るための３つ
の要素を知る。 

・情報通信ネッ
トワークにお
けるサイバー
セキュリティ
の重要性につ
いて考える。 

・セキュリティ
対策のための
ソフトウェア
やシステムが
あることを知
る。 

 
 
 
 
 
 
 

・情報セキュリテ
ィの基本的な知
識について説明
できる。 

◇ワークシート 

 ・情報の安全を確
保するために必
要な判断や対応
をする力を身に
付けようとして
いる。 

◇ワークシート 

5 ・情報の技術に
込められた問
題解決の工夫
について考え
る。 

・身近なシステ
ムや自動化の
技術の問題解
決の工夫など
から、「技術の
見方・考え方」
について気付
いたことをま
とめる。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 ・身近なシステム
や自動化の技術
の技術に込めら
れた工夫を読み
取り、技術の見
方・考え方に気
付くことができ
る。 

・主体的に情報の
技術について考
えようとしてい
る。 

6 ・双方向性のあ
るコンテンツ
にはどのよう
なものがある
か調べる。 

・双方向性のあ
るコンテンツ
の基本的な仕

・双方向性のある
コンテンツの基
本的な仕組みを
理解している。 

 ・主体的に情報の
技術について考
えようとしてい
る。 

【情報セキュリティ・情報モラルの視点（例）】 
この場面では、情報セキュリティ・情報モラルについて扱う。今まで扱った内
容にもつなげられるように、情報セキュリティの重要性と危険を防ぐための技
術や対策、情報モラルの必要性と注意すべきこと、権利を尊重する必要性等を
考えさせたい。 

【情報セキュリティ・情報モラルの視点（例）】 
この場面では、主に身近なシステムなどを扱う。プログラムの改ざんによる事
故等のニュースなどに触れ、「プログラムを守るためにはどうすればよいか」
を考えさせたい。改ざんによる個人情報の流失等の危険性があることやプログ
ラムが日常の中でどう扱われているのかを身近なシステムを用いて考えさせ
たい。 

【情報セキュリティ・情報モラルの視点（例）】[場面：情報通信ネットワーク] 
この場面では、主に通信の仕組みやネットワークの構成などを扱う。例えば、
「フリーWi-Fiは安全なのか？」や「安心安全なインターネットサイトはどう
見分けるか？」などを考えさせたい。街中に多くあるフリーWi-Fiの特性を理
解さることや、インターネットのサイトには、『似ているサイト』があること
を紹介し、あるサイトでは「詐欺サイトに注意！！！」という文字がホームペ
ージ上のトップページに派手に表示されることにも触れさせたい。 



組みについて
考える。 

 
 
 
 
 
 

Ⅾ⑵ 

アイ 

7 

8 

・基礎的なコン
テンツのしく
みを理解する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・安全で適切なプ
ログラムの制作
と動作の確認、デ
バッグができる
技能を身に付け
ている。 

◇ワークシート 
◇web教材 

・情報処理の手順
を具体化する力
を身に付けてい
る。  

◇ワークシート 
◇web教材 

・他者と協働して、
粘り強く取り組
もうとしている。 

◇ワークシート 
 

9 ・双方向性のあ
るコンテンツ
のプログラミ
ングによって
解決できる問
題を見つける。 

・発見した問題
を解決するた
めの課題を設
定する。 

 
 
 
 
 
 

 ・「技術の見方・考
え方」を働かせ
て、問題を発見
し、自分なりの
課題を設定する
ことができる。 

◇ワークシート 

・自分なりの新し
い考え方や捉え
方によって、知的
財産を創造する
とともに、他者の
アイディアを尊
重し、それらを保
護・活用しようと
している。 

◇ワークシート 

10 

11 

・問題を解決す
るためのコン
テンツに必要
な情報を収集
し、解決策を具
体化する。 

・安全で適切な
プログラムの
制作と動作の
確認、デバッグ
を行う。 

・使用する人の
ことを考えて
プログラムを
制作する。 

 

・安全で適切なプ
ログラムの制作
と動作の確認、デ
バッグができる
技能を身に付け
ている。 

◇ワークシート 
◇web教材 

・使用するメディ
アを複合する方
法とその効果的
な利用方法、コ
ンテンツを構想
する力を身に付
けている。 

◇ワークシート 
◇web教材 

・他者と協働して、
粘り強く取り組
もうとしている。 

◇ワークシート 
 

Ⅾ⑵ 

アイ 

 

本時 

12 ・チャットツー
ルを快適に使
える利用規約
を考え、よりよ
い利用規約を
作成する。 

 
 
 

・情報セキュリテ
ィの基本的な知
識について説明
できる。 

◇ワークシート 

・「技術の見方・考
え方」を働かせ
て、問題を発見
し、自分なりの
課題を設定する
ことができる。 

◇ワークシート 

・情報が社会に与
える影響を理解
して、望ましい情
報社会のために
取るべき態度を
身に付けようと
している。 
◇ワークシート 

【情報セキュリティ・情報モラルの視点（例）】 
この場面では、主に双方向性のあるコンテンツについて扱う。双方向性のある
コンテンツ（インターネットサイト）等を用いて、プログラムの仕組みや情報
をやり取りできるコンテンツを使用することの利用規約等に触れさせたい。 

【情報セキュリティ・情報モラルの視点（例）】 
この場面では、主にプログラミング教材の仕組みを教える。実際にプログラム
に触れさせ、情報の技術を広く捉えさせたい。 

【情報セキュリティ・情報モラルの視点（例）】 
この場面では、主に問題解決を扱う。情報セキュリティや情報モラルの視点も
含めて検討させられるように適切なアドバイスを行い、考えさせたい。 



 
 
 
 
 
 

Ⅾ⑵ 

アイ 

 

 

13 ・双方向性のあ
るコンテンツ
のプログラミ
ングによる問
題解決を振り
返り、解決結果
及び解決過程
を評価し、改
善・修正する方
法について考
える。 

 

 ・コンテンツのプ
ログラムの制作
の過程や問題解
決の結果を評価
し、改善及び修
正する力を身に
付けている。 

◇ワークシート 
 

・自らの問題解決
を振り返り、より
よいものとなる
ように改善・修正
しようとしてい
る。 

◇ワークシート 
 

 

 

 

６ 本時の学習指導（本時 12／13） 

 ⑴ 目標 

・制作したチャットツールの課題を明確にし、より快適に使用できる利用規約を考えることが

できる。                        〈思考力、判断力、表現力等〉 

・情報が社会に与える影響を理解して、望ましい情報社会のために取るべき態度を身に付けよ

うとしている。                     〈学びに向かう力、人間性等〉 

 ⑵ 展開 

時

間 
学習活動 

・指導上の留意点 ◇評価規準 

【評価の観点】 （評価方法） →手立て 

５ 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

10 

 

 

 

 

１ 双方向性のあるプ

ログラムをお互い確

認する。 

 

２ 本時の学習の見通

しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

３ グループで必要そ

うな利用規約を検討

する。 

 

４ 利用規約に必要な

事柄をグループの共

同編集ができるシー

トに記入する。 

 

・プログラミング教材を使って制作したチャットツールをグル

ープで確認し合う。（操作し合う） 

 

 

・以前の情報モラルの授業の内容を振り返り、ＳＮＳ等のトラ

ブル事例を挙げ、学習課題を提示し本時の流れを確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

・「クラスのみんなが快適に使える」に注目させる。 

・話し合い活動の中で必要そうな利用規約の意見を共有させ

る。 

 

・グループの共同編集ができるシートに自身が考える利用規約

を記入させる。 

・内容が似通ったものは、分かりやすいようにまとめさせる。 

 

 

【学習課題】 クラスのみんなが快適に使えるチャットツールの利用規約を考えよう 

【情報セキュリティ・情報モラルの視点（例）】 
この場面では、主にチャットツールの学級内の利用規約について扱う。今まで
学習してきたことを踏まえて、学級内のみんなが快適に使用するにはどんな利
用規約が必要かを考えさせたい。 

事例のポイント② 

実生活の問題を解決するために、双方向性のあるコンテンツのプログラムを用いて解決できるチャット

ツールを制作し、そのチャットツールをクラスのみんなが快適に使えるようにするためにはどんな利用規

約を設定するとよいかについて、グループでの話し合い活動を行うこと等を通して、課題解決に向けて、

工夫し創造することができるようにする。 
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５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

５ 他の班を参考に利

用規約の再検討を行

う。 

 

 

 

 

 

６ オリジナルの利用

規約を文書編集ソフ

トにまとめ、提出す

る。 

  また、自身オリジナ

ルの利用規約を設定

した理由をワークシ

ートに記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 振り返りをする。 

 

・他のグループの利用規約を見させ、よりよいものを見つける。 

・特に具体的なものや、他のグループとは違った視点の内容が

あれば理由等を説明させる。 

・全体の発表はせずに、共有画面上で確認させる。 

 

 

 

 

・各グループの利用規約を参考に文書編集ソフトにまとめさせ

る。 

・他グループと似通った文言でもよいが、自身が考える課題を

念頭に置き、作成させる。 

・オリジナルの利用規約を作成した理由を考えさせ、ワークシ

ートに記述させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・大手ＳＮＳ等にも利用規約があることを一部紹介する。 

・自己評価シートを記入させ、本時を振り返らせる。 

 

 

  

◇課題を明確にし、より快適に使用できるチャットツールの利用規約を考えることができる。 

【思考・判断・表現】（ワークシート） 

 

 

 

 

おおむね満足 

できる状況(Ｂ) 

・課題を明確にし、情報の特性を理解してワークシートにオリジナルの利用規約

を作成した理由を記入している。 

→情報セキュリティ及び情報モラルの必要性を振り返り、チャットツールの利

用場面を想像させる。 

◇情報が社会に与える影響を理解して、望ましい情報社会のために取るべき態度を身に付けようとして

いる。                   【主体的に学習に取り組む態度】（ワークシート） 

 

 

 

おおむね満足 

できる状況(Ｂ) 

・情報が社会に与える影響を考え、ワークシートに記入している。 

→情報が社会に与えるものは、便利さだけでなく課題もあることに気付かせる。 

事例のポイント③ 

ＩＣＴを活用することで、効率のよい情報共有ができるようにし、課題解決に向けて取り組ませる。 



７ 学習評価の具体例【情報セキュリティ・情報モラルの評価】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時のワークシート】 【思考・判断・表現（ワークシート①）】 
※「十分満足できる」状況(Ａ)と判断した生徒の具体例 

「おおむね満足できる」状況(Ｂ)と判断した生徒の具体例 
Ａ情報セキュリティ・情報モラルの視点から 
 課題を複数見つけることができる。 
Ｂ情報セキュリティ・情報モラルの視点から 
 課題を見つけることができる。 
 
(例) 悪口を言う、変な画像を送る可能性がある、

個人情報を載せる可能性がある、コメントを何回

も連続で打つ可能性がある、噂を広める、誹謗中

傷 等 

【思考・判断・表現（ワークシート③）】 
※「十分満足できる」状況(Ａ)と判断した生徒の具体例 

「おおむね満足できる」状況(Ｂ)と判断した生徒の具体例 
Ａ情報セキュリティ・情報モラルの視点から
ワークシート①の課題に対して、解決でき
る利用規約を複数見つけることができる。 

Ｂ情報セキュリティ・情報モラルの視点から
ワークシート①の課題に対して、解決でき
る利用規約を見つけることができる。 

(例) 

・禁止している言葉を送信すると利用を禁止する 

・不適切な発言や画像の送信をしてはならない 

・他人が不愉快になるような発言を発信しない 

・意味のないコメントや画像を大量に送信しない 

・ここでの情報を悪用しない 

・投稿を回数制にし、連続で投稿しない 等 

【思考・判断・表現（ワークシート☆）】 ※「十分満足できる」状況(Ａ)と判断した生徒の具体例 

「おおむね満足できる」状況(Ｂ)と判断した生徒の具体例 
Ａ生徒自身が実生活に基づいて（情報セキュリティ・情報モラルの視点）見つけた複数の課題について、
解決できるような利用規約を設定し、設定理由を説明することができる。 

Ｂ生徒自身が実生活に基づいて（情報セキュリティ・情報モラルの視点）見つけた課題について、解決で
きるような利用規約を設定し、設定理由を説明することができる。 

(キーワード例) 
・学級みんながコメントや画像を見ることができる状態なので、みんなが快適に使えるようにするた
め･･･ 

・メッセージのやり取りが簡単にでき、文字が残っていってしまうことも考えて、連絡手段として安心
して使えるようにするため･･･ 

・相手の顔が見えないので、軽い気持ちで言葉を送ってしまい、嫌な思いをさせずに未然に防げるよう
にするため･･･ 

・時間を気にせずに送れて便利なものなので、これからも使っていけるように、正しく使っている人も
不快な気持ちにさせないように･･･ 

※【思考・判断・表現】の評価は、３つの破線の吹き出しの内容を一体的に見取り、つながりを持っ
ての評価を行う。 

ワークシート①の問題点とのつながりを持
って利用規約を設定することができている
か。また、ワークシート②のグループでの確
認の中で新たに発見した問題点なのかを含
め、評価を行う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 指導の実際【各ワークシートの一部紹介】 

本時は第 12時を想定しており、「双方向性のあるコンテンツのプログラムによる問題解決」にお

けるチャットツールの制作後に、このツールを快適に活用していくためにはどんな利用規約が必要

かについて、情報セキュリティ・情報モラルの視点から総合的に考え、検討していく授業である。

本題材においては、情報セキュリティ・情報モラルの視点を毎時取り入れ、授業の中の学習内容と

しての情報セキュリティ・情報モラルの部分ではなく、日常レベルで必要性の高いことだというこ

とを生徒自身が気付いていけるように配慮した。それは、ＧＩＧＡスクール構想に伴い、ＩＣＴ端

末の使用が日常化され、常にネットワークと隣合わせの日常を生徒は送っており、情報セキュリテ

ィ・情報モラルについての正しい知識・理解は無くてはならないと考えた。 

 

以下、授業例の一部である。 

【第１時：さまざまな場面で情報の技術の利用の場面のワークシート(例)：一部抜粋】 

 

【第１時：コンピュータの構成の場面のワークシート(例)：一部抜粋】 

（生徒の記述例） 

・個人情報を守るため 

・犯罪に合わないようにするため 

・知的財産権がある 

・著作権がある 

（生徒の記述例） 

・初期化する 

・ショップに引き取ってもらう 

・PC リサイクルマークがあるので、リサ

イクルに出す 

・物理的に破壊する 

【主体的に学習に取り組む態度】 ※「十分満足できる」状況(Ａ)と判断した生徒の具体例 

「おおむね満足できる」状況(Ｂ)と判断した生徒の具体例 

[ワークシート抜粋] 

 

Ａ情報が社会に与える影響を考え、クラスのみんなが快適に使えるチャットツールの利用規約の設定した

理由を考えようとしている。 

Ｂ情報が社会に与える影響を考え、利用規約の設定した理由を考えようとしている。 

 
(キーワード例) 
・学級みんながコメントや画像を見ることができる状態なので、みんなが快適に使えるようにするた
め･･･ 

・メッセージのやり取りが簡単にでき、文字が残っていってしまうことも考えて、連絡手段として安心
して使えるようにするため･･･ 

・相手の顔が見えないので、軽い気持ちで言葉を送ってしまい、嫌な思いをさせずに未然に防げるよう
にするため･･･ 

・時間を気にせずに送れて便利なものなので、これからも使っていけるように、正しく使っている人も
不快な気持ちにさせないように･･･ 

※【主体的に学習に取り組む態度】の評価は、文章の中から見取り、評価を行う。 



【第２時：情報のデジタル化の場面のワークシート(例)：一部抜粋】 

 

 

【第３時：情報通信ネットワークの場面のワークシート(例)：一部抜粋】 

 

 

 

 

 

【第３時：情報通信ネットワークの場面のワークシート(例)：一部抜粋】 

 

 

 

 

【第５時：身近なシステムや自動化の技術の場面のワークシート(例)：一部抜粋】 

 

 

 

 

以上のように、授業毎のワークシート内に情報セキュリティや情報モラルについて考えさせる設問

を設け、題材を通して情報セキュリティや情報モラルについて深めさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

（生徒の記述例） 

・動画サイトからの方がデータなのでコピ

ーしやすいし画質もいい 

・ビデオテープはテープなのでコピーしに

くい 

・ビデオテープは劣化しそう 

・動画のデータの方がコピーできてしまい

そう 

（生徒の記述例） 

・キチンとお店が表示しているものなら大

丈夫そう 

・パスワードがあれば安心 

・数字が多い Wi-Fi は危なそう 

（生徒の記述例） 

・海外のサイトは少し不安 

・個人で作ったものは注意する 

 

（生徒の記述例） 

・複雑なプログラムにする 

・最新の状態に常にアップデートする 

・セキュリティの設定を変更する 



 

○ＩＣＴの活用について 

 本授業では、ＩＣＴを活用する場面を２つ設定している。１つ目は、チャットツールを使用する

ときに活用する。チャットツールを作るプログラミング教材はインターネットサイト上に保存でき

る環境にあるため、学校でも、家庭でも制作することが可能である。２つ目は、問題を見いだす場

面や利用規約を考える場面で活用する。共同編集できるシートを用いることで各グループにおいて

「ワークシートに記述する」→「話し合う」→「改めて検討する」といった一連の流れを効率よく

進めることができる。以下に詳しく記述する。 

 

[ワークシート抜粋] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 成果と課題 

【成果】 

・題材を通して、情報セキュリティ・情報モラルに関する問い（投げかけ）を行うことで日常的に

それらの視点を養うことにつながった。また、１時間ごとの授業のつながりもよく、単発的な授

業ではなく進めることができた。 

・題材を通して、情報セキュリティ・情報モラルの視点を持たせることで、双方向性のあるプログ

ラミング教材を用いた際の利用規約を考える本時の授業の場面では、生徒がスムーズに問題を発

見し、解決に向けて考えることができ、題材を通した評価の一体化にもつながった。 

・題材を通して、情報セキュリティ・情報モラルの視点を持たせることで、授業の中だけでなく日

常生活（他教科でのＩＣＴ端末の活用場面等）でも生かしている場面が増え、生活に生きている

ように感じた。 

・ＩＣＴを活用することで、生徒が考える時間を確保することや、他者との協働学習の機会を増や

すことができ、言語活動の充実と１時間の授業時間に余裕を持たせることができた。 

 

【課題】 

・題材を通して、情報セキュリティ・情報モラルに関する問い（投げかけ）を行ったが、発問内容

の適切さは今後も検討していく余地があると感じた。 

・年間計画をさらに見直していくことで、より生徒が主体的で対話的な深い学びにつながると考え、

再構築の必要性を感じた。 

ＩＣＴ機器を用いて、左記

のワークシート内の 

①自分で問題を考える 

→②グループで利用規約を

考える 

→③各グループの利用規約

を参考にする 

→④オリジナルの利用規約

を考える 

といった一連の授業の流れ

を、共同編集ができるシー

トを用いることで、各グル

ープで一度に編集と情報共

有ができるため、話し合う

時間や自身で考える時間を

確保することができる。 


